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一般質問

林業 ･畜産 ･工業の連携でできた堆肥で、農業生
産から各家庭の食卓への循環政策は。
部長　畜産ふん尿の適正処理と堆肥化の促進は共
同堆肥舎設置の検討が始まっている。林業 ･畜産
･工業の連携はないが、各農家からの堆肥と安全
安心な農作物について総合計画に記載済み。
市長　全体５千頭分の内２千頭分のふん尿が未処
理。この部分は民間企業の努力を待っている。
防疫対策と学力向上に全力投入の教育現場
問　①一斉学力調査、運動会、修学旅行等各学校
行事への運営方針における助言は。　②学校訪問
における指導案の取扱いは。　③ SNS で「先生
死ぬかも」に関する富士宮市の現状は。
教育長　①一斉学力調査は県校長会が実施し生徒
が自らの学力を把握し、今後にいかすことが目的。
運動会等は規模を縮小し、実施の方針。　②教育
委員会の訪問は行わないため指導案は作成しな
い。教育事務所の訪問の際はその指示に従う。　
③教職員の多忙化の現状と捉え、支援員等を効果
的に配置し、消毒、学習を支援。
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朝霧高原への来訪者と自然環境保持の対策
問　①キャンプ場経営と来訪者のマナー徹底。
②来訪者が滞在中に活動できる内容の作成。
③キャンプ場や付随する商業施設の起業方法。
部長　①旅行連絡会の作成した感染症対策に取り
組み、市が関わる場所ではチラシを配布。
②アクティビティー豊かな体験やバーベキュー等
を組み合わせた滞在型観光を HPで紹介。また、
ふるさと納税の返礼品として体験を用意。
③産業競争力強化法に基づき、関係機関と連携し、
創業相談窓口や創業支援セミナーを実施。相談窓
口は、市の商工振興課である。
市長　スポーツレクリエーション観光都市として
北部地域を盛り上げ、リピーターを増やす。
第５次総合計画の基本構想への政策の追加
問　官民一体での家畜ふん尿の処理対策は。また、
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の築き上げた郷土、その魅力を次の時代につなぎ、
市民の皆様がそれぞれの幸せを享受できるような
まちづくりを考えている。
問　（仮称）富士宮市立郷土史博物館を未来づく
りにどのように活用するのか。
市長　富士宮市民憲章の一番初めには、「富士山
を仰ぎ、文化を高め、豊かな教養を身につけましょ
う」と掲げられている。市民が文化を高め豊かな
教養を身につけるためには、本市の歴史文化等を
次世代に継承し、郷土愛の熟成及び文化的歴史的
教養の向上を図る必要がある。（仮称）富士宮市
立郷土史博物館は未来の富士宮市を担う人材作り
の拠点として活用する。
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公共工事の価格について
問　予定価格の算出方法は。
部長　建設工事における予定価格は土木工事標準
積算基準書などに準じて積算している。
問　入札価格の妥当性の検証方法は。
部長　工事価格は国や静岡県が定めた積算基準
書、労務単価や資材単価などを用いて積算し、工
事検査員による設計書内容の選定審査を行い過大
や過少な積算が無いよう確認している。
富士宮市の未来づくりについて
問　市長の考える富士宮市の未来像とは。
市長　「次に来る旅人のために泉を清く保て」を
座右の銘として、富士宮の未来づくりに取り組ん
でいる。この中の泉とは、世界遺産富士山のある
まち富士宮であり、富士山から自然、水、食、歴
史そして文化など多くの恩恵を受けている。先人
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▲朝もやの中の富士山


